MINISTOCK　71　
　京都ではその頃、右翼団体京都支部の結成式があって、その席で「ロータリー排撃」の決議がなされ、決議文が京都RCの石川芳次郎会長に手渡されました。また11月には国家社会党と称する団体から「ロータリーは国家思想に反するフリー・メーソン外郭団体だ」と決め付けた書面が送られてきました。

　こうしたロータリーへの中傷・外圧は、福岡RC(ユダヤの秘密結社フリー・メーソンとの関係〉、神戸RC(左翼＝マルクス主義関連の会報記事があったとして警察の調査)、大阪RC(国粋主義者から会長との面会要求と、例会場への乱入〉など、全国的な広がりを見せていました。

　それからしばらくして、東京三越百貨店で、内務省と陸・海軍省後援の“各種秘密結社によるスパイ活動の展示会”がありました。その秘密結社の中にロータリーが加えられていたのです。驚いて取り除きを求めましたが、軍部のある筋は、あくまでロータリーとユダヤとの関係を信じて、攻撃の手を緩めなかった、と伝えられています。

MINISTOCK　7２
　ロータリーの例会で英語の文章が飛び交っていたこと〈横浜RCなど英語で例会を行っていた〉、英語のロータリー・ソングを歌っていたこと、などがスパイ説、フリー・メーソン説を招いたとして､日本語のロータリー・ソング全国募集が行われていました。

その結果、1935〈昭和10〉年の京都大会で日本語のロータリー・ソング４編の入選が発表されました。その中に「奉仕の理想」、「吾等の生業」があり、それが今日まで、ロータリーの君が代と陰口をたたかれながら歌い続けられてきました。

　また国家社会党支部長と京都RCの石川会長との間で、ロータリーが国家に従順である姿勢を表明するために“例会で日の丸を掲揚し君が代を歌うこと”で話し合いがつき、京都RCは早速このことを全国のロータリー・クラブに連絡しました。その後、日本のすべてのロータリー・クラブは、日の丸を掲揚し、君が代を歌うことになりました。

　現在、何気なく受け入れている国旗掲揚・国歌斉唱と、ロータリー・ソングは、軍部と右翼からの圧力への対策として、生まれてきたものなのです。

MINISTOCK　7３
　1935〈昭和10〉年は、国内では軍部と右翼からの圧力と、内部に生じた内圧とによって、ロータリー全体の緊張が高まっていたときでした。

　この年、RIでは定款改定が行われ、定款Objectが変更されました。先に取り上げたように、Objectを構成する単語のほんのわずかな変更によって、実に巧妙に、ロータリー活動の基本方針の大幅な方向転換が行われたのです。

　国内事情から、当時の国内R Cの中で、この定款改定が話題にならなかったとしても、その状況は理解できます。しかしながら、戦後の長い歴史の中でロータリーの先達の誰一人として､1935年の定款改定を話題にされないのは、不思議でなりません。　　

それ故に、全米－国際RC連合会の時代にシェルドンによって提唱され、ロータリー活動の理念になっていたthe ideal of SERVICE〈商業サービス)が､1935年に抹消されたにもかかわらず、わが国では今日までそれが正確に理解されていないのです。

MINISTOCK　7４
　1936年、雪の朝、2･26事件が勃発し、東京に戒厳令が施行されました。これは皇道派青年将校らが“昭和維新”軍部クーデターを企てて決起し、高橋是清蔵相、斉藤　実内大臣らを殺害、警視庁、朝日新聞社を襲撃したものです。

　このような非常事態下で苦慮の末、神戸で地区大会が挙行されました。ロータリーの地区分権要求などが話し合われましたが、大会前夜の懇談会で神戸ＲＣの直木太一郎が提出した、大連RC古沢丈作による「大連宣言」を巡って、大混乱に陥りました。

　村田省三パストガバナーは、この宣言内容は東洋的思索も加えた立派なものだから、これを英訳して“ロータリーのObject”と入れ替えるようRIに提案する、との強硬論を述べ、RIが決定した定款は一字一句の変更も許されないとする米山梅吉と、激しく対立しました。激論の末、この宣言をObjectの内容を補足するものとして、日本語に留めるという京都RC田辺隆二会長の意見と、地区大会の宣言としてRIに提出することを控えるという大阪RC里見純吉の意見によって，収拾されました。

MINISTOCK　7５
　1937年、盧溝橋事件から日華事変が勃発しました。

この年の3月、日豪親善使節団が神戸港に着き、京阪神のRCを訪問、歓迎を受けました。しかし、ドイツではヒトラーの命により42ロータリー・クラブが解散させられました。

　1938年にはドイツがオーストリアを併合、オーストリアの11クラブが解散、さらにムッソリーニの圧力でイタリアの37クラブも解散へ追い込まれました。風雲急を告げる時代に突入したのです。

　この年の５月。地区大会が朝鮮の京城で開かれ､449名が参加しました。日華事変中でもあり、出征兵士への感謝や傷病兵への慰問などの決議があったほか、華北のRCと連絡を取って平和に貢献しようという意見もあったようです。

　地区協議会は8月に比叡山延暦寺で開催されましたが、昼食は梅干だけの日の丸弁当だったようです。

ここで、RI第70地区を「日満ロータリー」と改称して自治体とする改組案研究委員会の〈宮脇案〉が

まとめられ、RIに送られました。

MINISTOCK　76
　RI副幹事のA. O. ポッターが1939年3月に来日し、改組について次のような見解を述べました。1927年オステンド大会で国家単位の機構は既に廃止されているから、その復活は無理である、そこで日満の現実から第70地区をいくつかに分割して、それを合わせて一つに地区とし、GIRI、フランス並みの半自治的な連合地域委員会方式とするなら、実現の可能性があるというものでした。

　この改組案は、同年6月のクリーブランド国際大会に大会議案39－9として提出されることになっていましたが，同様の自治制を求めていた南米の動向などを踏まえて、承認される見通しが立たないと考えた日本代表、芝染太郎〈理事米山梅吉の代理〉は、審議直前にこれを撤回し、裏工作で理事会承諾を獲得するという非常手段で実現に漕ぎ着けました。

　かくして1939年9月、第70地区は以下のごとく分割され、年会費の半分を保有する自治地域、(日満ロータリー連合会)へと移行しました。

　第70区　本州東部、北海道20クラブ

　第71区　本州西部、四国、九州、台湾19クラブ

　第72区　朝鮮、満州８クラブ

MINISTOCK　77
　日満ロータリー連合会会長には米山梅吉が選ばれましたが、同じ月〈1939年9月〉、ナチスドイツ軍がポーランドへ進撃し、英・仏が直ちに対独宣戦布告をして、ここに第二次世界大戦の幕が切って落とされました。

　1940年5月、第1回日満ロータリー連合地区大会が524名の出席のもと横浜で開催されました。前夜研究会で、国名を“ニッポン”と呼ばせること、ロータリーObjectの改訳，満蒙方面へのロータリー拡大などが論議されたようです。そして、第70、71,　72地区ガバナーノミニーと、次年度大会開催地として大阪が決定されましたが、日満ロータリー連合会はこれが最初で、最後の大会となりました。

　6月、独軍パリ占領、9月、日独伊三国軍事同盟成立、国内では大政翼賛会が結成されました。

ロータリーへの干渉や圧迫はさらに激しくなり、例会に憲兵や特高が参席し、例会卓話内容も事前に警察に届け出なければならなくなっていました

MINISTOCK　78
　ロータリー・クラブも受難の時代でした。たとえば、和歌山RCは、創立のための会議を開いたものの、旅団所在地であったため、チャーターナイトを行わないうちに消滅に追い込まれました。戦前最後の創立である静岡RCは、創立後RIからの認証状がまだ届いていない1940年8月8日に、日本で最初の解散クラブになりました。

　日満ロ－タリー連合会長、米山梅吉は軍当局に呼び出され、ロータリーの組織機構は日本帝国に対する反逆であると告げられ、大阪、京都、神戸と中心都市のRCが次々解散していく中、ついに9月4日、RIを離脱することを決意しました。

　1937年から5年の間に、軍隊の介入または進撃のため、RIは世界の484クラブと、16,700名の会員を失いました。これら解散クラブの9割が欧州のクラブで、すべてが国家権力による強制解散でした。

　一方、日本のクラブは強制解散に至る前に自主解散しました。解散当初37あった国内クラブのうち、名称を変えて存続を図ったクラブが29（78%)、更なる弾圧によってクラブが脱落していく中で、17クラブ（46％)は、戦中・戦後の空白の9年間の期間 も細々と例会を継続したという歴史を作りました。

名称を変えて継続したクラブ

RC 　解散日　再組織　 RC　解散日　 再組織

静岡　 8･8　 木曜会　  小樽　 9･7　 火曜会　

大阪　 8･12　金曜会 　 新潟　 9･7　 火曜会

岡山　 8･19　水曜会  　東京　 9･11　水曜会

京都　 8･21　水曜会  　旭川　 9･23　金曜会

広島　 8月 　火曜会　  四日市 9月  木曜会

高知　 8月　 火曜会  　郡山　 9月   金曜会

金沢　 9･1　 水曜会 　 仙台　 9月　 火曜会

今治　 9･5　 水曜会  　横浜　 9月　 同人会

神戸   9･15  木曜会　　札幌　11･20  職能会

盛岡　 9月　 木曜会　  西宮　12･16  火曜会

名古屋 9月   同心会　　福岡　41･7･1 清和会

函館　 9･4　職能協議会 釧路  41･10･10　 職域懇談会
帯広　 9･5　木曜会　　　　　　   

 1941年12月　真珠湾攻撃　太平洋戦争勃発　

 1942年6月　 ミッドウエー海戦の大敗北

 1943年5月   アッツ島守備隊玉砕

1944年7月　 サイパン島守備隊玉砕
MINISTOCK　79

　1942年、第二次世界大戦の最中、RI創設時より事務総長を務めていたチェルレイ･ペリーが、その職を退きました。1910年の全米RC連合会の幹事、2年後に移行した国際RC連合会の事務局長と続いていましたから、実に32年間という長期にわたって国際ロータリーの中軸にあって、ロータリーが機構として発展するのに欠くことのできない人物であったとされています。

ロータリーがシカゴ単一クラブであった時代(1910､年初頭)、ぺりー〈青組〉はラムジー〈紅組〉と会長を争って大混乱に陥って破れた苦い経験から、ロータリー内部で争いの起こらない機構づくりに徹したとされています。

また1954年から出版されてきたManual of Procedure（手続要覧、1960年より翻訳出版）の中でObject とFour Avenues of Serviceとの相互関係の解説や、Vocational Service の解説などで、長年にわたって大きな間違いを犯してきたことを考えると、チェスレイ･ペリーの存在の大きさが理解できます。

　
MINISTOCK　80

　1942年初め、RI第13地区の年次大会がロンドンで開催されました。このときロンドンに亡命（避難）していたヨーロッパ21カ国政府の文部大臣およびオブザーバーが招かれ、戦後の教育･科学･文化交流のための世界組織づくりが話し合われました。

　これが1946年のユネスコ創設につながりました。

　また。RIはこの年、「永続的世界秩序の条件」と題する冊子を作成し、世界の全クラブに送付しました。これは新たに提案されている国際組織（後の国連）について世界中で広く討議することを促すためでした。

　このように戦時中から、ロータリーは「ユネスコ」の生みの親となったばかりでなく、「国際連合」設立の準備段階からその設立に密接にかかわってきたのでした。

　1945年4月　米軍沖縄上陸。

　1945年5月　独、無条件降伏。

　1945年6月　国連憲章成立

　1945年8月　広島･長崎に原爆。太平洋戦争敗戦。

